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新明解説

■創造性はアジャイルな仕組みから
　これまで企業が求める社員像とは，上司の命令に
忠実に従い，計画に沿って業務を的確に遂行してい
くような社員でした。しかし，そうした業務はRPA
やAIによって代替されるようになっています。従っ
て，これから求められる社員像とは，自らの創造的
な発想によって仕事を生み出し，迅速に創り上げて
いくような社員なのです。「アジャイル」とは，「迅
速な」「素早い」という意味で，その時々の状況に
柔軟に対応しながら，試行錯誤を積み重ね，業務を
進めていくということです。決まりきった定型的な
業務ではない創造的な仕事には，このアジャイルな
発想が必要なのです。
　同様に，人事評価も年度の初めに目標を設定し，
1年を通じてその達成度を測るような硬直的な制度
ではなく，月単位あるいは週単位で進捗をチェック
し，必要に応じて設定を見直していく柔軟なループ
が求められます。それは，上司が部下の目標を管理
するための押し付けのものではなく，あくまで部下
自らが自主的に自分自身をマネジメントしていく手
法なのです。本稿では，なぜこれまでの人事評価制
度が通用しなくなるのかを解説し，これからの新し
い人事制度として「アジャイル型」評価制度を提案
します。
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